青明舎　フェイスシート

　平成20年　6月30日　　担当：三浦　理見

	入　所　者
	氏　名　　我満　奈津紀　様　　　　　男・女　　　　昭和47年7月20日生（36歳）

	
	住　所　〒039-1104　八戸市田面木神明沢16-1　コーポ流星３号室　　電話　080-5571-1089

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	　　　　な　し

	
	発症時期
	平成8年5月頃（24歳頃）
	罹 患 期 間
	約12年

	
	入院回数
	3回
	延べ入院年数
	　　　　約3ヶ月

	医療機関
	　青南病院（主治医　田名部Dr　）
	外来受診日
	　毎週月曜日

	医療区分
	生活保護
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	有・無
	手帳
	有・無（2級）

	経済状況
	年金
	

	
	その他
	生活保護　　　　月額　約10万円（母子加算有）

	障害程度区分
	未申請

	日中活動の場
	デイケア（月～金）

	住まいの場
	アパート

	利用年月日
	平成16年11月2日
	身長
	169cm
	体重
	kg

	最終学歴
	光星学院高等学校　卒業
	免許・資格
	普通自動車免許

	職　歴
	ガソリンスタンド、ウエイトレス、ＮＴＴ社員食堂調理補助、スナック、労災病院掃除
	

	保　護　者
	氏　　名　　　我満　藤雄　様　　　　　　　続柄　　父　　（同居　・否）

	利用目的

・地域生活を維持する為に、生活リズムを崩さないようにする。

	入院・治療歴

	①　平成8年5月（1度通院したのみ）　　　　　　　　 外来　　　汐入病院

②　平成8年5月31日　 ～　平成8年6月31日　　　 入院　　　青南病院

③　平成12年4月12日　～　平成12年5月21日　　　入院　　　青南病院

④　平成16年10月1日　～　平成16年10月31日　　 入院　　　青南病院

⑤　平成16年10月31日　～　　　　　　　　　　　　 外来　　　青南病院

	生活歴

八戸市出生。高校卒業後上京し就職しているが、人間関係が原因で退職。その後も職を転々とするがいずれも同理由により退職している。H7年結婚するが、姑との同居がストレスになり、自傷行為・幻覚妄想等により外来による治療歴有り。H9年離婚、その後スナックに勤め客との間に出来た子どもを妊娠・出産している。育児面で協力的であった母H11年病死。以後、娘に対しての虐待も見られるようになり、育児への不安感、ストレスまた家事や仕事が上手く出来ないことでイライラ感訴えていた。次第に外来受診・デイケア通所も不定期となり怠薬により入退院を二度繰り返している。岬台にアパートを借り生活していたものの、体調を崩した事で田面木へ引越し現在も生活を送っている。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

【父】現在単身生活。時折、本人と娘様のアパートを訪問し、外出を行っている。金銭的協力は得がたいが生活面については協力的。

【母】平成11年他界。

【兄】頻回に連絡を取り合う事はない様子。

【娘】現在小学4年生。母と交際相手との関係や学校内での友人関係にストレスを感じ不登校状態。

【交際相手】交際歴約3年。本人宅に頻回に遊びに来ている。娘様との関係性は成長とともに希薄となっている様子。




	氏　名
	我満　奈津紀　様
	男・女
	生年月日
	　昭和47年7月20日（36歳）

	長期目標（中期・短期）

	（長　期）生活リズムの安定、継続した服薬を行いながら地域生活を送る。

（中　期）対人関係によるストレスの軽減を図る。

　　　　　定期的な家事（自炊・掃除・洗濯）が出来る。


	これまでの経過（前回評価日　H19年　5月7日）

	前回の問題点

1 堕胎後のフォロー

前回は妊娠・避妊具の取り外しに対する希望が強く聞かれていたものの、その都度各関係機関でケース会議を開き、現在の本人の生活能力では困難が予想されることを踏まえ説明を行っている。その後も妊娠の希望は持ち続けており、娘の養育上で抱えるストレスからも「言うことを聞かない娘に変わる子が欲しい」「今の彼氏との子どもが欲しい」との発言も時折聞かれ、妊娠・育児に対する現実検討能力のなさは以前と変わらずに窺える。

2 自室の掃除

　これまで本人では掃除のやり方が分からない事を理由にスタッフが訪問し掃除手伝いを行ってきたが、回数を重ねる事で、体調をみながら必要時には自主的に掃除を行う事が出来ている。以前と比べ体調も安定してきており、体調不良を理由にし掃除が出来ないと訴える事も少なくなった。訪問時には洗濯や自室の掃除の最中であることも多く見られている。また、本人より部屋の掃除が思うように出来ないとアドバイスを求めてくることもあるためその都度アドバイスを行っている。

【娘様との関係性】

娘様が小学校中学年となり、思春期を迎え少しずつ本人に対する関わり方にも変化が見られている。また、本人と交際相手との関係性について「母を取られる」と感じているようで、癇癪を起こす、無視をする、甘えるなど情緒不安定とのこと。本人も娘が自分から離れていくようで不安だと感じ、対応方法が分からないと不安に感じている。また、現在娘様の不登校が続いている事で本人の接し方や登校の促しについても悩んでいる様子。主としてデイケア担当スタッフへ相談を行っているようであるが、娘様の不登校に関しては青明舎へも相談し、不安やストレスについて話をしている。現在は学校担任教師や教頭ともその都度面談を行い、相談しながら娘様をフォローしているとのことだが、継続した登校は未だ出来ていない様子。幼少から大人に囲まれ育ってきた事もあってか、学校の友人との関わりが「くだらない」と大人びた考えもあるとのこと。不登校について本人は「無理に行かせたくない」と考えているが、学校側との面談を繰り返すことで1日2日改善見られ始めるも、継続した通学はできていない様子で日中本人と一緒にデイケアで過ごすことや、本人と外出して過ごしている。

【娘様と交際相手との関係性】

本人外来時、娘様と交際相手の２人きりとなり急に娘様が「知らない人がいる」と警察へ泣きながら通報したこともあったと本人から話がある。実際警察が自宅訪問することはなかったが、小学校へ警察から連絡が入ったと話している。以前と比べ関係性も希薄となっているようだが、その日の娘様の気分によっても対応が違うとのこと。本人と交際相手に気を使っているのではないかと本人は感じている。

【今後の生活】

娘様が成長していく上で、今後引越しを検討していると話す。思春期を迎える娘に個室の部屋を用意してあげたいと考えているとのこと。生活福祉課へ生活保護費について相談に行ってみたとのことだが、現時点では困難であることを言われたとのこと。以前、岬台で生活し病状を崩したことや娘様を転校させたくないとの理由から田面木から根城付近で３LDKのアパートを探していきたいと希望している。そのためにも貯金をしていかなければならないと考えている。これまでもこの時期になると娘様が数日程不登校になっていたようだが、今後も長期間にわたって不登校が続くことを心配しており、児童相談所への相談も場合によっては考えていると話す。（漠然とした考え）




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	ストレス緩和

（娘様・交際相手との関係性）
	· 現時点で娘様の不登校は続くと予想され、本人のストレス・不安へ繋がると考えられるため、訪問時や来所時に生活状況の確認や娘様・交際相手との関係について確認し、傾聴・助言を行う。

· デイケアが主として関わりを持っているが、今後主援助者や支援内容、支援範囲についてスタッフ間で情報共有し検討を行う。また必要に応じて学校側・行政と関わりを持ち、支援を行う。

· ストレス・不安による病状変化を早期発見し、主治医・外来等各関係機関に情報提供を行いながら、必要に応じて病院受診・服薬調整を促す。

· 本人の訴えの他、訪問時に生活状況についても確認・着目しながら変化に気づく。
	3ヶ月

	生活の維持（自室掃除・洗濯等）

･･･継続
	· 訪問時に自室の状況について確認。家事への取り組みについてその都度評価・アドバイスを行いながらモチベーション保ち取り組むことができるよう継続し支援する。

· 体調不良時には無理することなく、自分のペースで取り組む事が出来るよう助言する。

· 娘様の玩具などが散乱しており、どのように片づければいいのか分からないと話す事が多い事からも、娘様が居る際には職員も入り、娘様と確認しながら掃除を行う。
	3ヶ月
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